不当利得返還請求事件

原　告　　●●
被　告　　株式会社
証拠説明書
平成２６年　　月　　日

●裁判所名　御中
　
原告　　○○　○○　　
頭書事件につき、下記のとおり証拠の説明を致します。
記
	号証
	標　　　　目
（原本・写しの別）
	作成年月日
	作成者
	立証趣旨

	甲１
	取引計算書
	写し


	平成２６年
○月○日
	被告
	原告と被告との間で、取引があった事実。

	甲２
	引き直し計算書
	写し

	平成２６年
○月○日
	原告
	被告に対して原告の過払い金請求権が発生している事実。
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